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5機 械 下刈作業功 程の要 因分析

吉 良 今 朝 芳 。 青 木 尊 重

森 田 紘 一 ・ 平 田 経 倫

この講査 に鉛いては、機械下刈作業の功程と諸要因の関係をみることを臼的 とするoそ こでま

ず下刈功程に影響 を及ぼす多数の因子の中から、と くに関係のありそ うなものを要因としてとり

あげることから作業を始めだo因 子 と考え られるものは、作業が行われる土地の傾斜、岩石の多

少、植生の状態など自然環境的なものや作業基盤面積、地持え方法、刈払方法、植栽方法など施

業技穂的、ないしは作業技術的なるの、さらには労働の連続 日数、労働者の疲労度、作業員数、

チームワ・一クなどの労働の側に横だわる生理的或は心理的なものなどいろいろ考え られる。 しか

し、分析の前段階に誉いては、 これらの因子は量的にであれ、質的にであれ、とにか く客観的な

測定が可能な要因に整理港れる必要があるo

この ような基準から要因としてとりあげたものは次のようなものであるo

面積、植栽年度、林相、岩石、傾斜、草量、つる、草丈、草本、方位、地持え方法、植栽方

法、植栽樹種、植栽密度、下刈日時、薬剤散布、刈払方法、刈払方向、作業中断回数、作業

員数

ここにとりあげた諸要因は単独で功程に影響 しているのではなく、互いに複雑にからみあいな

がら複合的に影響 しているのであるoし たがつて、功程をあげる手段をみつけようとするならば、

以上のような各要因と功程の開係を一 他の要因を無視するのではな く、切 りは左しだ形で …

明確にとらえなければならないo

このζとを技術的に可能にするのは多変量解析であるが、この場合はその前段階として数量化

理論 をも応用 しなければならない◇この2つ の統計的手法を用いて、機械下刈作業 と諸要因との

関係 を分析 した結果、つ ぎの ようなことが明 らかになつた○

(霊)機 械下刈作業の功程に強 く影響を及傑す要因が何であるかは、地域によつてかなり違いが

ある。 しか し分析に用いた全部の地域を総合的にみると、やはり共通的に重要な役割をはた して

雛る要因 と功程に与える影響が小さな要因 とに分類で きるoす なわち前者としては植栽年度
、方

位・面積、傾斜、岩石、下刈日時などがあげ られ、後者としては林相、つる、草本、作業中断回

数、作業員数、などがあげ られるo

(2)あ る要因においては各 カテゴリーと功程 の関係は地域によつて必ず しも同一ではないo例

えば、方位要因は どの地域に凄いても機械下刈作業の功程に及ぼす影響は大 嚢いが、4方 位の分

類でみだ とき功程が最 もあがるのは、ある地域では北向斜面であり、またある地域では南或は西



向斜面である・

このように各要因、各 カテゴリーと功程の関係は地域によつて幾分変化があるが、その中か

らでもある一定の傾向をつかむことがで きる。

(3)機 械下刈作業の功程に影響を及ぼす自然環境要因についてみれば、岩石、草量tt大 体に

:1>Viて多いほ ど、傾斜は急なほ ど、草丈は高いほ ど功程は落ちることが確認できるoま た、つ

る量の多少や草本のちがい或は造林地の拡大造林、再造林の別は功程にあまり影響を与えない

と思われるo

ω 施業技術的 ない しは作業技術的左要因は作業面積、地持え方法、植栽方法、植栽密度、

下刈 日時、薬剤散布の有無、刈払方法、刈払方向、作業員数などをとりあげた。これらの要因

はこの功程の要因分析 において重要な要因である。つまり、そのひとつひとつの要囚 と功程の

関係を調べることなしには、功程 をあげる容易で効果的な手段を見つけ出す ことはできないの

であるo

しか し資料を蒐 した4地 域においては、施業や作業の方法が地域内で一定 しているため、要

因となりえない項 目もあつたので、充分に分析することはできなかつた。それでも各要因につ

いて傾向らしきものをつかむことはできる。すなわち、

作業基盤の面積は、機械下刈作業の功程をあげる うえからtt5.ehaを こえる場合が効果的で

あb、20ha以 下の小面積作業は望ましくないo

地持方法に…臣いては、功程の最もあがるのは枝条散布であり、ついで筋立、全刈、火入れの

順になつているo

植栽方法は水平植え よりも垂直植えの方が功程はあがる。

植栽密度では、1ha当b5500本 以下 と4,000本 以上では生産性に与える影響にはある程度

の差があり、植栽本数の少い方が功程があがることが確認できる。

下刈 日時は月ごとに分類 して調べた結=果、何月における作業が功程があがるのかは地域によ

つて違 うことが判明 したo

除草剤散布が下刈作業の前に行なわれた場合は、行なわれなかつた場合に比べて功程があが

ることがわかるo

刈払方法は全刈 よりも筋刈の方が生産性があがり、また刈払方向については、斜方向が最 も

功程があがb、 ついで垂直方向、水平方向の順 となつているo

作業に従事する人員数の多少は功程 との関係がほとん どない ようである。

以上、機械下刈功程の要因分析結果 を概略述べたが、施業方法や作業方法を改善することに



よつて、機械下刈作業の功程をさらに向上させる余地がまだ充分に残されていることがわかるo

またこの要因分析に応用 しだ数量化の方法は、そのまま推定の左めの数学的方法として利用可

能であるので、今後はそちらの方をめざして進むべきであろ うoも しその ような研究が充分にな

されるならば、こめ分析に用い允 ような諸要因を量的或は質的にとらえて計算に繰 りこむことに

よつて、ある青林機械作業に必要とする労働量を事前に測定することも可能になるのである。


